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金沢大学資料館前期企画展 

能登にフォーカスした資料を展示 
震災復興への金沢大学の取り組みも紹介 

   

金沢大学資料館は，企画展「金大資料館コレクション展＋（プラス） ＮＯＴＯ～

共に歩み，切り拓く。超えて，その先へ～」を開催します。 

この企画展では，能登に関する当館のコレクションを，解説とともに展示します。 

また，コレクション展に加えて，令和６年能登半島地震後２年間の本学の震災復興

への取り組みについても，学内外の機関の協力を得て作成したパネルと関係資料の展

示を通して，分かりやすく解説します。 

ついては，会期中の取材・報道をよろしくお願いします。 

取材を希望される場合は，必ず事前に，下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

金沢大学資料館前期企画展 

「金大資料館コレクション展＋ 

 ＮＯＴＯ～共に歩み，切り拓く。超えて，その先へ～」       

 会  期：令和８年３月３１日（火）～令和８年７月３日（金） 

会  場：金沢大学資料館展示室（金沢大学中央図書館・資料館棟内） 

入 場 料：無料 

 開館時間：１０：００～１６：００ 

（土・日・祝日は休館。中央図書館の開館カレンダーに準ずる。） 

出展点数：全約５０点を展示 

コレクション展示の見どころ： 

・珠洲焼の壺と鉢（１２世紀後半，かほく市余地経塚出土） 

第四高等学校由来の考古資料で，２点とも完全な形をとどめています。 

・『末森城之図』（宝達志水町），『能登国石動山神社仏閣之図』（中能登町） 

歴史学掛図と呼ばれる，能登に関する教材です。 

・海洋生物標本 

能登町小木にある本学臨海実験施設収蔵で，津波の被害を免れた標本です。 

・能登の高校生の“推し資料” ※４月１日以降の展示公開となります。 

石川県立飯田高校の生徒が文化財レスキューしたイチ推し資料を紹介します。 

詳  細：資料館Ｗｅｂサイト（https://museum.w3.kanazawa-u.ac.jp/） 
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【本件に関する問い合わせ先】 

総務部学術情報課（資料館担当）：藤原 

TEL：０７６-２６４-５２１５  E-mail：museum@adm.kanazawa-u.ac.jp 




